
 

◎ ５年生田植え体験 
６月２３日（金）の５時間目（総合的な学習の時間）

に、上村真徳 さん様（本校の保護者でもあり、学校評議員

をしていただいています。）の田んぼで田植えの体験をさ

せていただきました。 

はじめに上村さんから農業について、お米作りについて

お話がありました。 

「農業は遠い昔から続いている。日本の農業の始まりは

お米だといってもいい。（正確にはわからないが…。）そ

のお米作りが今も続いているのは、みんながお米を食べる

から。すごいことだと思う。でも今はだんだんみんながお米を食べなくなってきた。パンをよく食べ

るようになってきたよね。それから農業をする人が高齢者になり少なくなってきている。今話したこ

とを今日の体験と一緒に覚えていてください。ご飯でもいい、パンでもいい、３食しっかり食べるこ

と、それがみんなの体を作ることになる、大切なこと、栄養になること、しっかり覚えておいてくだ

さい。」と農業の大切さ、食べることの大切さを教えてくださいました。 

この後一人ひとり苗をもらい田んぼに植えました。上村さんから植え方や植えていく間隔の説明を

受けてから順番に田んぼに入り植えました。植えはじめは９列あり、３人が３列ずつ植えていたので

すが途中から列が少なくなり、列も曲がって斜めになっていきました。ほとんどの子どもが初めての

経験で、泥んこになりながらとても楽しそうでした。 

この貴重な経験から、農業（お米作り）の大変さ、食べ物があることの有り難さなど、短い時間で

はありましたが、考えるきっかけになればと思います。 

最後に田植え機の田植えを見せていただきました。人間の考えることはすごいですね。苗を１本ず

つつまんで田んぼに植える機械を考えようとするんですから。担任の山中先生も運転させてもらいま

したが、水をためている田んぼの中をまっすぐ進まないといけないので、ゆっくり、ゆっくり、少し

曲がり、上村さんはとても早くまっすぐに植えていました。子どもたちの植えた苗は少しでしたが、

これからの成長が楽しみです。上村さん、ありがとうございました。 

※２３日（金）に熊日が、民間

プールを利用している本校を取材に

来ました。２９日（木）朝刊に掲載

予定です。 
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